
【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　岩淵遺跡は、約 4,500 年前の縄文時代中期後半の集落遺跡です。昭和 48 年 (1973 年 ) に行った発掘調査で、5 棟の竪

穴式住居跡が見つかりました。なだらかな丘陵の南東に開けた場所で、日当たりがよく、風も穏やかで、近くに川が流れ、

人々が暮らしやすい場所だったと考えられます。

　この遺跡の特徴は、石組みと土器によりつくられた大型の「複式炉」があることです。

　発掘調査の成果をもとに昭和 49 年（1974 年）竪穴式住居 1 棟が復元され、全長 3.2 ｍと県内で最大級の複式炉を見

ることができます。

岩淵遺跡（大字光明寺字岩淵地内）
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で
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れ
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当
日
は
、
国
見
町
と
交
流
の

あ
る
北
海
道
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手
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木
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岐
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と
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る
県
内
外
の
道
の
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や
国
見
町

商
工
会
な
ど
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菜
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ま
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で

は
、
各
出
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が
自
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の
一
品

を
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し
た
ほ
か
、
町
内
の
文

化
団
体
に
よ
る
多
彩
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催
し
や
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コ
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イ
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、
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Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
８
清
水
麻
璃

亜
、
佐
藤
七
海
の
2
人
に
よ
る

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
多
く
の
人

が
詰
め
か
け
、
会
場
全
体
が
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に
包
ま
れ
ま
し
た
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訪
れ
た
人
た
ち
は
各
地
自
慢

の
グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
っ
た

り
、
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
し
た
。会
場
に
は「
お

い
し
い
」
の
笑
顔
の
輪
が
広

が
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

「
お
い
し
い
」で
広
が
る
笑
顔
の
輪

～今月の表紙～

くにみももたん広場では
『七夕』にちなみ、笹飾り

を作って 8 月上旬まで展
示しています。子どもた
ちは思い思いの「願いご
と」を書いた短冊を笹に
飾りました。どうかみん
なの願いが叶いますよう
に・・・。
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